
共産党池田支部の見解

◎ 令和２年度一般会計補正予算
　　　　　　　　　　補正額　 6,606万円
★審査結果：予算決算特別委員会審査意見
を付け、全議員の賛成で可決。
【主な事業】　
〇ふるさと納税寄付金事業　　 4,820万円
・本年度ふるさと納税額の3,116万円を積み
　たてる。　
〇地域おこし協力隊員事業　　　　　   130万円
・協力隊員2名を採用し、日本アルプス国際
　学院と町民のITリテラシー（情報技術活
　用能力）向上に役立てる。
　

〇除雪事業　　　　　　　　　 1,447万円
〇バス運行事業　　　　　　　 1,035万円
・明科線のバス1台を更新する。

12 月議会定例会の主な内容

《予算決算特別委員会審査意見》

1.価値あるふるさと納税返礼品の
　開発・研究に努められたい。

2.来年度の小中学校の音楽鑑賞会・
　観劇会は新型コロナに配慮しなが
　ら実施する方向で検討されたい。

3.ギガスクール構想（通信技術を用
　いた教育）は民間支援者の協力も
　得て推進されたい。

4.自治会委託の除雪作業について、
　検討されたい。

5.地域おこし協力隊員を支援・指導
　されたい。
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政 治 に 春 を
　新型コロナ感染症の第３波により感染拡大と暮ら
しの危機は深刻です。しかし、菅政権の新型コロナ
への対応は無為無策で、その責任は重大です。
　また、菅政権の理由を示さない「日本学術会議会
員の任命拒否」は日本の民主主義に係わる重大問題
です。これらの解決には政権交代しかありません。
　衆議院の任期満了は10月 21日です。日本共産党
は2021年野党連合政権の実現に全力で頑張ります。

日本共産党衆議院議員
北陸信越ﾌﾞﾛｯｸ比例代表予定候補

藤野　やすふみ

≪新年の挨拶≫

　昨年は、皆さんの声が政治を動かした一年
でした。新型コロナ対策で、政府が出した当
初予算案は「コロナ対策費ゼロ」でした。し
かし、「コロナ対策しっかりやれ」という国
民の声と結んだ野党の論戦によってコロナ対
策をリードしてきました。
  検察庁法改定案でも、皆さんの声と結んで
法案を廃案に追い込みました。さらに、安倍
総理自身が執念を燃やした憲法改悪も阻止し
ました。
　「声をあげれば政治は変えられる」このこ
とを何度も経験しました。この主権者の力で
総選挙で野党連合政権を実現するため、私も
比例予定候補として、全力を尽くします。

　日本共産党池田支部・議員は皆さまの声を聴き、安心して暮らせる
池田町を目指し力を尽くします。

　12月町議会は12月7日から17日まで開か
れました。その概要をお知らせします。

◎　陳情
　下記の４っの陳情書を採択し、国へ意見書
を発議しました。

〇安全・安心の医療・介護の実現と国民の命
　と健康を守るための陳情書
　≪陳情者≫地域医療と公立・公的病院を　
　　　守る長野県連絡会

〇大北地域における在日米軍の飛行訓練
　中止を求める陳情
≪陳情者≫戦争法に反対する池田町民の会等

〇日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・
　批准を求める陳情
≪陳情者≫戦争法に反対する池田町民の会等

〇日本学術会議会員任命拒否の撤回を求める
　陳情
≪陳情者≫池田九条の会

１．財政問題に対する町長の責任の明確化と理事者給料の削減率について
　　見直しを行うこと。また、再度の町民説明会を開催すること。

２．町財政が安定するまで、大型事業または費用対効果の上がらない事業
　　は先送り、凍結すること。

３．指定管理については期間の短縮などの思いきった対応も視野にいれ、
　　深く検討すること。

４．多分野での人材で構成する行政改革推進委員会を早期に立ち上げ、踏
　　み込んだ行財政改革を実行すること。

◎ 「財政健全化への要請書」決議　　町財政危機への議会対応について

１．格差をただし、家計第一の政治に

２．憲法をまもり、立憲主義をとりもどす

３．アメリカいいなりの外交をやめ、自主・
　　自立の平和外交へ

４．地球規模の環境破壊をとめ、自然と共生
　　する経済社会へ

５．ジェンダー平等、個人の尊厳を尊重する
　　政治に

～　野党連合政権の政権公約案に　～

新しい日本をつくる日本共産党の５っの提案

　町の財政運営が財政調整基金の枯渇により非
常に厳しくなり、町から来年度予算総額から３
億円を削減する案が議会および町民説明会で提
示されました。町民説明会では納得できないな
ど、多くの意見が出されました。この状況も受
け、12月議会で議会として右記の「町財政健全
化への要請書」決議を全議員の賛成で可決し、
町長に提出しました。町長は「真摯に受け止め
しっかりと検討する」と答えました。
　これを受け、町は1月後半から2月のはじめに
再度の町民説明会を開き、町の方針を再度示す
ものと思われます。
　なお、議会として、近年の財政運営を容認し
てきた責任をとり、議員報酬の削減を検討して
います。


